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９月定例会

令和２年　第３回

９月定例会
９月４日～５日

報告２件のほか、条例改正、補正予算など提案された23件全
てを可決・認定しました。また、議員提出議案についても可決
しました。

報　告
○令和元年度決算に基づく健全化判断比率の報告について
・地方公共団体の財政の健全化の基準となるもの（実質赤字比率、実質公債費比率、将来負
担比率など）

○令和元年度決算に基づく資金不足比率の報告について
・公営企業会計（公共下水道事業、簡易水道事業）の資金不足状況を示すもの

議案審議　可決した案件

○嘉島町税条例等の一部を改正する条例の制定について
・本町は、納税証紙の取り扱いがないため、その部分を削除するもの

○嘉島町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
・住民基本台帳法及び行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律の一部が改正されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの

○嘉島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について
・法律の一部が改正され、令和元年10月１日から実施された「幼児教育・保育の無償化」に
伴い、本条例の一部を改正するもの

○嘉島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について
・家庭的保育事業の児童（０歳～２歳）が保育所等へ入所するための施設整備を行うなどの
改正がなされたことに伴い、本条例の一部を改正するもの

○嘉島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について
・放課後児童支援員の研修を行う者に「中核市の長」が追加されたことに伴い、本条例の一
部を改正するもの

○嘉島町放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条例の制定について
・嘉島西小学校学童保育施設の建設に伴い、本条例の一部を改正するもの

○東部地区水源地及び配水場整備工事請負契約の締結について
・簡易水道事業に伴う電気設備、機械設備、建屋築造、場内整備工事を実施するもの

○令和２年度 嘉島町一般会計補正予算（第５号）
・既定の歳入歳出予算の総額に２億7,861万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を79億
3,522万１千円とするもの

○令和２年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
・既定の歳入歳出予算の総額に1,206万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を11億2,212
万４千円とするもの

○令和２年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）
・既定の歳入歳出予算の総額に41万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を63万５千円とす
るもの

○令和２年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第２号）
・既定の歳入歳出予算の総額に4,788万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を８億8,835
万８千円とするもの
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認定議案　認定した案件

○令和元年度 嘉島町一般会計歳入歳出決算
○令和元年度 嘉島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
○令和元年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算
○令和元年度 嘉島町介護保険特別会計歳入歳出決算
○令和元年度 嘉島町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
○令和元年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
○令和元年度 嘉島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

（単位：円）
会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
一　般　会　計 8,510,168,932 8,076,677,170 433,491,762

特
別
会
計

国民健康保険   1,141,560,981 1,114,660,262     26,900,719
住宅新築資金等貸付         761,371      150,000        611,371
介護保険     893,024,376   836,416,510     56,607,866
公共下水道事業     568,408,209   553,060,550     15,347,659
後期高齢者医療     129,304,143   123,302,313      6,001,830
簡易水道事業      80,575,452    73,398,309      7,177,143

議員提出議案　可決した案件

○新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求
める意見書

○専決処分の報告について
専議第８号　放課後児童施設建設工事の変更契約書の締結について

○専決処分の報告について
専議第９号　放課後児童施設建設工事の変更契約書の締結について

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
専議第７号　令和２年度 嘉島町一般会計補正予算（第３号）
・議員研修費の一部110万円を新型コロナウイルスの感染対策に組替えるもの

○東部台地土地区画整理事業４号調整池築造工事（１工区）請負変更契約の締結について
○嘉島７号汚水幹線（８工区）管渠築造工事請負契約の締結について（上仲間地内）
○嘉島町立学校情報通信ネットワーク環境整備工事請負契約の締結について
○令和２年度 嘉島町一般会計補正予算（第４号）
・既定の歳入歳出予算の総額に2,790万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を76億5,660
万８千円とするもの

令和２年第２回臨時会  （令和２年８月18日開催）

○令和２年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
・既定の歳入歳出予算の総額に1,058万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を７億3,224
万９千円とするもの

○令和２年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
・既定の歳入歳出予算の総額に566万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億3,726
万８千円とするもの

○令和２年度 嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
・既定の歳入歳出予算の総額に44万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３億374万３千円
とするもの
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問
平
成
12
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保

険
制
度
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
が

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
を
家
族

だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
見
守
っ
て
い

き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
継
続
す
る
に
あ
た
り
、
顕
在
化
し
て
き

た
様
々
な
課
題
を
解
決
ま
た
は
緩
和
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
制
度
の
充
実
が
図

ら
れ
る
一
方
で
、
保
険
料
の
値
上
が
り
が

行
わ
れ
て
い
る
。
介
護
保
険
制
度
の
現
状

と
今
後
の
課
題
は
。

答 （
町
民
課
長
）

　

介
護
保
険
制
度
は
、
制
度
創
設
以
来

20
年
を
経
過
し
、
65
歳
以
上
の
被
保
険
者

数
は
、
創
設
時
の
１
，８
８
３
人
か
ら
２
，

５
２
８
人
と
約
１
・
３
倍
に
増
加
し
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
も
２
２
１
人
か

ら
５
０
８
人
と
約
２
・
３
倍
に
増
え
、
介

護
が
必
要
な
高
齢
者
等
の
生
活
の
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
方
で
は
、
高
齢
化
に
伴
い
、

令
和
元
年
度
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の
実
績

は
、
約
６
億
９
，１
６
６
万
円
で
、
月
平

均
５
，７
６
３
万
円
を
超
え
、
創
設
時
と

比
べ
、
約
５
・
８
倍
の
給
付
実
績
と
な

り
、
第
１
号
保
険
料
（
基
準
額
）
も
６
，

４
０
０
円
と
、
当
初
の
倍
額
以
上
の
負
担

を
頂
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

高
齢
者
数
は
今
後
も
増
加
し
、
い
わ

ゆ
る
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
介
護
が
必
要
な

状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た

な
取
組
と
し
て
、「
地
域
支
援
事
業
」
や
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
包
括

的
に
確
保
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ

る
利
用
者
の
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
給
付
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
０
２
５
年
が
近
づ
く
な
か
で
、
更
に

そ
の
先
を
展
望
し
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
と
な
る

２
０
４
０
年
に
は
、
高
齢
人
口
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
高
い
85
歳
以
上

人
口
が
急
速
に
増
加
す
る
と
共
に
、
出
生

率
低
下
に
よ
り
社
会
を
支
え
る
人
口
の
減

満田　和浩 議員

園田　義宣 議員

▪
介
護
保
険
制
度
の
現
状
と
今
後
の

　
課
題
は

▪
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

　
戸
別
受
信
機
）
の
導
入
は

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
要
介
護

状
態
等
の
軽
減
・
悪
化
の
防
止
に
資
す
る

よ
う
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
と
同
時

に
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
つ

つ
、
保
険
料
、
公
費
及
び
利
用
者
負
担
の

適
切
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
介
護
保
険

制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
に
於
い
て
も
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
満
田
議
員
）
若
年
層
の
障
が
い
者
の
方

に
対
す
る
介
護
保
険
及
び
障
害
福
祉
制
度

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
町
民
課
長
）

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
第
２
号
被
保
険
者
が
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
要
件
と
し

問
災
害
発
生
時
の
情
報
発
信
手
段

と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
、
一
斉

配
信
メ
ー
ル
等
が
あ
る
が
、
大
災
害
時
に

は
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
に
一
つ

の
手
段
に
頼
ら
ず
複
数
の
災
害
伝
達
手
段

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

て
、
老
化
に
起
因
し
て
発
症
し
た
16
種
類

の
「
特
定
疾
病
」
が
原
因
で
、
介
護
が
必

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
。

　
「
特
定
疾
病
」
以
外
の
原
因
で
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
障
害
手
帳
所
持
者
の
場

合
は
、
介
護
保
険
の
対
象
と
は
認
め
ら
れ

ず
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
定
め
ら
れ
た

自
立
支
援
給
付
に
よ
る
「
介
護
給
付
」
や

「
訓
練
等
給
付
」「
自
立
支
援
医
療
」
等
を

本
人
の
障
害
程
度
や
勘
案
す
べ
き
事
項
を

踏
ま
え
利
用
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

因
み
に
、
第
２
号
被
保
険
者
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
現
在
11
名
、
障
害
者

総
合
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付

該
当
は
24
件
、
サ
ー
ビ
ス
訓
練
等
給
付
該

当
は
37
件
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

指
摘
も
あ
る
。
写
真
な
ど
発
信
で
き
る
情

報
量
の
多
さ
、
繋
が
り
や
す
さ
、
情
報
発

信
と
情
報
収
集
の
迅
速
さ
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
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▪
持
続
的
な
「
行
財
政
改
革
」
の

　
取
組
み
は

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
は
、
町
内
18
か
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
場
所
に
よ
っ
て

は
音
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
た
め
、
音
達

範
囲
の
広
い
ス
ピ
ー
カ
ー
へ
の
交
換
や
戸

別
受
信
機
を
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
て
い
る

高
齢
の
方
々
や
、
自
力
避
難
が
困
難
な
方

が
利
用
す
る
施
設
等
に
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
希
望
す
る
世
帯
に
は
有
償
で
設
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

（
総
務
課
長
）

　
現
在
、
本
町
の
情
報
伝
達
手
段
は
、
御

承
知
の
と
お
り
防
災
行
政
無
線
、
一
斉
配

信
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
複
数
の
手
段
を
活
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
し
て
は
、
情
報
伝
達
機
能

を
は
じ
め
情
報
収
集
機
能
や
画
像
情
報
の

や
り
取
り
機
能
を
有
し
防
災
に
限
ら
ず
汎

用
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に

つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
へ
の
対

応
と
し
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
交
換
や
増
設

等
技
術
的
な
対
応
を
検
討
し
、
防
災
行
政

無
線
の
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

高
齢
者
等
が
利
用
さ
れ
る
施
設
に
関
し
て

は
、
町
の
地
域
防
災
計
画
に
要
配
慮
者
利

用
施
設
と
し
て
、
社
会
福
祉
施
設
や
学

校
、
病
院
等
45
の
施
設
を
位
置
づ
け
し
て

い
ま
す
。
こ
の
対
象
施
設
に
対
し
県
の
指

導
に
基
づ
き
、
先
月
「
避
難
確
保
計
画
」

作
成
に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
で
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
冒
頭
に
申
し

上
げ
ま
し
た
現
状
の
情
報
収
集
手
段
を
活

用
し
た
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
す
る
世
帯
へ
の
有
償
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
在
方
法
等
を
検
討
し
て
お

り
、
今
後
計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
す
で
に

整
備
し
て
い
る
一
斉
配
信
メ
ー
ル
の
登
録
を

よ
り
徹
底
す
る
事
に
よ
り
、
確
実
な
情
報
伝

達
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

増岡　　司 議員

問
行
政
運
営
に
お
い
て
、
行
財
政
改

革
は
恒
久
の
課
題
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
決
算
に

お
い
て
も
、
相
当
厳
し
い
財
政
運
営
を
求

め
ら
れ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
都

市
的
な
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
主
要

な
事
業
の
推
進
や
、
増
大
す
る
行
政
需
要

へ
の
対
応
な
ど
町
民
の
負
託
に
応
え
る
た

め
に
は
、
簡
素
で
か
つ
効
率
的
な
執
行
体

制
と
堅
実
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確
立

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
行
政
運
営

を
進
め
る
た
め
の
行
財
政
改
革
に
ど
う
取

組
ま
れ
る
の
か
。

答 （
総
務
課
長
）

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

組
織
の
統
廃
合
や
、
町
税
の
徴
収
強
化
策

な
ど
を
は
じ
め
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
簡
素
な
組
織
で
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
の
行
政
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、人

口
の
増
加
に
伴
う
住
民
ニ
ー
ズ
の
増
加
や

多
様
化
。
ま
た
、
国
の
政
策
に
伴
う
業
務

量
の
増
加
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ

た
組
織
の
統
廃
合
を
見
直
し
、
職
員
の
増

員
に
よ
る
適
正
な
人
員
配
置
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　
財
政
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の

と
お
り
、
歳
入
に
お
い
て
町
税
の
税
収
が

こ
こ
数
年
1
億
数
千
万
円
程
度
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、
そ

の
ま
ま
歳
入
全
体
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
人
口
増
加
に
伴

う
扶
助
費
の
増
加
や
、
公
共
施
設
の
整
備

及
び
維
持
管
理
等
に
伴
う
経
常
経
費
の
増

加
に
よ
り
、
歳
出
が
増
加
し
単
年
度
の
実

質
収
支
は
赤
字
に
な
って
い
ま
す
。
ま
た
、

熊
本
地
震
に
よ
る
起
債
の
償
還
も
今
後
負

担
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
健
全

な
財
政
運
営
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ま

ず
全
員
が
そ
の
状
況
を
認
識
す
る
事
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め

区
長
会
に
対
し
て
も
財
政
状
況
の
説
明
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
役
場
組
織
内
に
お

い
て
も
全
職
員
が
現
状
を
認
識
し
経
費
の

節
減
に
取
組
み
、
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
重
要
性
に
基
づ
き
峻
別
し
、
財
政

健
全
化
の
取
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
も
、
将
来
の
人
口

減
少
社
会
を
見
据
え
、
大
規
模
な
自
治
体

に
お
い
て
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
に
よ
る
業
務

体
制
か
ら
Ａ
Ｉ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

業
務
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
よ
う

な
小
規
模
自
治
体
も
様
々
な
住
民
ニ
ー
ズ

や
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
こ
の
よ
う

な
取
組
み
を
進
め
、
組
織
の
簡
素
化
を
目

指
し
、
併
せ
て
研
修
等
に
よ
る
職
員
の
資

質
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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鍋田　　平 議員

▪
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
方
法

▪
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
の
確
保
を

一部事務組合議会報告・主な議会活動

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
影
響

を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
は
、
最
も

効
率
的
で
効
果
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
１
０
，０
０
０
セ
ッ
ト
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
二
次
販
売
時
に
は
、
朝

早
く
か
ら
購
入
希
望
者
が
殺
到
し
長
蛇
の

列
が
で
き
、
1
人
３
セ
ッ
ト
販
売
の
た
め

２
時
間
余
り
で
即
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
渋
滞
や
列
に
並
ん
で
購
入

で
き
な
か
っ
た
多
く
の
人
た
ち
か
ら
は
残

念
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
販
売
方
法
等

に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

答 （
企
画
情
報
課
長
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
財
源
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
た
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を

同
時
に
支
援
す
る
た
め
に
破
格
の
プ
レ
ミ

ア
ム
率
（
１
０
０
％
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
販
売
場
所
に
つ
い
て
は
、
３
密
を
防
ぎ

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
町
商
工
会
か
ら
町
民
体

育
館
に
変
更
し
、
販
売
体
制
も
倍
以
上
に

増
強
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
ビ
ニ
ー
ル

カ
ー
テ
ン
も
設
置
し
ま
し
た
。

　
販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
と
せ

ず
、
ま
ず
は
、
全
て
の
世
帯
に
商
品
券
が

い
き
わ
た
る
よ
う
、
購
入
引
換
券
に
よ
る

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
世
帯
ご
と
に
購
入

い
た
だ
く
こ
と
で
、
来
場
人
数
を
減
ら

し
、
か
つ
委
任
状
の
手
続
き
を
な
く
し
、

受
付
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
、
１
人
あ
た

り
の
会
場
滞
在
時
間
を
極
力
お
さ
え
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
帯
人
数
に
よ
る
不
公
平
感

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
、
購
入

上
限
に
つ
い
て
は
１
世
帯
に
つ
き
２
セ
ッ

ト
、
世
帯
員
が
４
名
以
上
の
世
帯
は
３

セ
ッ
ト
と
設
定
し
、
残
っ
た
商
品
券
に
つ

い
て
は
、
追
加
購
入
を
希
望
さ
れ
て
い
る

方
々
へ
二
次
販
売
の
購
入
申
込
み
と
い
う

形
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
次
販
売
の
販
売
期
間
は
、
当
初
チ
ラ

シ
に
も
期
間
は
（
予
定
）
と
し
て
お
り
、

完
売
時
点
で
終
了
す
る
こ
と
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
数
量
に
限
り
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー

ル
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
購
入
セ
ッ
ト
数
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は

違
い
ま
す
が
、
過
去
の
商
品
券
販
売
状
況

等
を
勘
案
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
（
Ｈ
27

年
・
追
加
販
売
一
人
当
た
り
10
セ
ッ
ト
、

令
和
元
年
・
購
入
率
約
45
％
）

　
今
回
の
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
は
、
二

次
販
売
時
の
購
入
希
望
者
が
想
定
以
上
に

多
く
、
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
暑
い

中
お
並
び
い
た
だ
い
て
購
入
で
き
な
か
っ

た
方
々
に
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
け
れ
ど
も
、
来
場
者
数
に
基
づ
い
て
購

入
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
方
々
に
は
、

度
々
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
列

が
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
今
後
、
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
、
球
磨

川
で
堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
、
河

川
が
氾
濫
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
本
町
は
河
川
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
緑
川

加
勢
川
の
堤
防
決
壊
等
の
大
規
模
水
害

が
発
生
し
た
場
合
、
高
台
の
避
難
所
や
車

に
よ
る
町
内
外
の
高
い
場
所
へ
の
避
難
と

な
り
ま
す
が
、
逃
げ
遅
れ
等
緊
急
時
の
一

時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
、
水
害
避
難
タ

ワ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答 （
総
務
課
長
）

　
洪
水
時
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

自
助
と
し
て
町
外
も
含
め
た
浸
水
想
定
区

域
以
外
の
避
難
先
（
例
え
ば
、
親
戚
や
知

人
宅
等
）
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
安
全
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
命
を
守
る
行
動
と
し
て

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
緊
急
の
場
合
、
建
物
内
で
の
垂
直

避
難
や
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
は
町
民

体
育
館
、
町
民
会
館
、
中
学
校
及
び
両
小

学
校
に
つ
い
て
は
２
階
以
上
、
並
び
に
文

化
セ
ン
タ
ー
、
下
六
嘉
、
井
寺
、
北
甘
木

公
民
館
を
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。

　
避
難
タ
ワ
ー
は
、
一
般
的
に
津
波
用
が

多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
茨

城
県
で
水
害
避
難
タ
ワ
ー
が
設
置
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
緊
急
の
場
合
、
タ

ワ
ー
へ
の
避
難
経
路
で
の
避
難
者
の
集
中

や
収
容
人
数
の
問
題
、
建
設
コ
ス
ト
や
維

持
管
理
等
を
総
合
的
に
考
え
ま
す
と
、
先

程
申
し
上
げ
ま
し
た
現
在
指
定
し
て
い
る

緊
急
避
難
場
所
へ
の
分
散
避
難
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
加
え
て
、
東
部
台
地

の
開
発
に
併
せ
緊
急
避
難
場
所
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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一部事務組合議会報告・主な議会活動

主な議会活動（令和２年７月から９月まで）
月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

7 月　2 日 議員全体研修会 議員控室ほか

7 月 17 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員）
上益城郡町村議会議長定例会

監査委員室
議員控室

8 月　7 日 放課後児童施設「おおくすクラブ」落成式（議長） 西小学校北側

8 月 11 日 令和２年第２回益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会定例会
（鍋田） 組合会議室

8 月 14 日 令和２年第２回上益城消防組合議会定例会（境野・川野） 消防本部議場
8 月 17 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室
8 月 18 日 令和２年第２回嘉島町議会臨時会・全員協議会 議場・議員控室
8 月 24 日 熊本県町村議会議長・副議長研修会 自治会館
8 月 25 日 議会運営委員会 役場庁議室
8 月 26 日 令和２年第２回御船地区衛生施設組合議会定例会（森田・蜂屋） 組合事務所
8 月 27 日 令和２年第２回上益城広域連合議会定例会（議長・増岡） 役場会議室
9 月　1 日 嘉島町国民健康保険運営協議会（川野・蜂屋） 役場会議室

9 月 4 日～５日 令和２年第３回嘉島町議会定例会・全員協議会 役場議場・議員控室
9 月 16 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室
9 月 18 日 嘉島町地域包括支援センター運営協議会（木下） 役場会議室
9 月 29 日 嘉島町子ども・子育て会議（議長） 役場会議室

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合（木下組合議長　鍋田議員）
議会報告 令和２年第２回定例会（令和２年８月11日開催）
決算認定を含む２議案が提案され、原案のとおり認定・可決しました。

決算認定を含む３議案が提案され、原案のとおり認定・可決しました。

決算認定を含む３議案が提案され、認定・可決しました。

決算認定が提案され、原案のとおり認定しました。

上益城消防組合（境野議員・川野議員）

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・蜂屋議員）

上益城広域連合（清﨑議員　増岡議員）

議会報告 令和２年第２回定例会（令和２年８月14日開催）

議会報告 令和２年第２回定例会（令和２年８月26日開催）

議会報告 令和２年第２回定例会（令和２年８月27日開催）

・令和元年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額608,456,174円　歳出決算額579,527,900円）
・令和２年度一般会計補正予算（第１号）について

・令和元年度上益城消防組合一般会計余剰金の処分について
・令和元年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額886,269,763円　歳出決算額868,995,838円）
・令和２年度一般会計補正予算（第２号）について

・御船地区衛生施設組合し尿処理場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・令和元年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額212,092,062円　歳出決算額183,557,506円）
・令和２年度一般会計補正予算（第１号）について

・令和元年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額68,249,962円　歳出決算額59,746,298円）　
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7



みんなのフォトコーナー

みなさんからの写真を募集しています

みのりの秋

茅の輪くぐり（六嘉神社）

議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメ
ントを入力のうえgikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

下仲間２番組地蔵祭り

嘉
島
町
議
会
広
報

第
36
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局
〒
８
６
１-

３
１
９
２

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０

☎
０
９
６-

２
３
７-

１
１
１
１
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8再生紙を使用しています。

７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
県

南
を
中
心
に
、
家
屋
の
損
壊

や
人
的
被
害
が
あ
り
、
心
を

痛
め
る
と
と
も
に
、
自
然
の

猛
威
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら

れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
が
年
々
進
行

し
て
い
く
に
連
れ
て
、
自
然

災
害
の
発
生
頻
度
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

日
頃
よ
り
個
人
や
地
域
に

お
け
る
防
災
力
の
向
上
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

熊
本
地
震
で
被
災
し
、
つ

ら
い
思
い
を
し
た
私
た
ち
の

経
験
を
糧
に
し
、
被
災
地
へ

の
温
か
い
応
援
の
気
持
ち
と
、

早
期
の
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
満
田
）

編
　
集
　
後
　
記

委 

員 

長
　
川
野 

伸
一

副
委
員
長
　
園
田 

義
宣

委
　
　
員
　
森
田 

義
雄

委
　
　
員
　
境
野 

隆
文

委
　
　
員
　
増
岡 

　
司

委
　
　
員
　
満
田 

和
浩

発
行
責
任
者　

　

  

議　
　

長　

清
㟢 

輝
昭

※次の議会は、12月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
お問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）


